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特集1　あなたはAI好きですか？
Part2　Teach! about AI

「AI」好きですか？
（その理由も教えてください）

　もちろん、好きです！
　乳房超音波画像診断の分野のエキスパ
ートの方から、「AIは何をみて判断して
いるのですか？」というご質問をいただ
きますが、ディープラーニング技術を利
用した画像診断では、完全にブラックボ
ックスでどこを見て判断しているかは推
測不可能です。逆説的ですが、私はその
部分に魅力を感じています。人間は「前
方境界線断裂」や「D/W比の高さ」など、
所見を理論に置き換えていきますが、AI
はヒトには理解不能なアプローチでの診
断を行うということで、人間とAIという
2つの違うアプローチによる診断を統合
することがより正確性の高い診断につな
がると信じています。

画像診断ＡＩの現状

　乳房超音波検査の画像診断を行うAIに
関する論文は数多く報告されていますが、
使用するディープラーニングのアルゴリ
ズムや、画像の分割化手法など、いずれ
も技術的な側面に焦点を当てたものが大
多数です。AIは閾値の設定により、感度
を高めたり、特異度を高めたりといった
調整が可能ですが、例えば検診の現場で
は感度と特異度のどちらがより重要なの
か。一方で要精密検査の現場では陰性的
中率に着目したほうがよいのか。そもそ
も、良悪性判定を最終アウトカムとする
AIでよいのか、など技術と臨床的なニー
ズの摺り合わせに関する検討がほとんど
ありません。現状はAI技術者・開発者に
スポットライトがあたっていますが、こ
のような内容は本来臨床に携わるスタッ
フが検討すべき内容です。どのように画
像診断AIをそれぞれのシチュエーション

読影現場の課題は、
AIでどれほど解決できるか

　乳房超音波画像診断においては、真に
卓越したスキルを持つ職人的なエキスパ
ートの方と比較すると現状のAIの正確性
はやや落ちると思います。一方で、検診
や人間ドックにおけるスクリーニング検
査の最終判定を行うのは、必ずしもその
ようなエキスパートや乳腺診療を専門と
する先生が行うことは少ないのではない
でしょうか。ここにAIの出番があり、ス
クリーニング検査技術の均てん化にAIが
貢献すると考えています。これにより、
要精密検査率の改善が期待でき、患者さ
んの身体的・精神的負担の改善や、精密
検査に伴う保険診療費の軽減につながる
と期待しています。
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